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1. 概要 

再生可能エネルギー由来の電力で製造した水素と CO2 から製造した合成燃料である e-fuel は、多様な化石燃料を

代替することができ、既存のインフラも活用できるため現実的な温暖化ガス排出策として期待されている。特に航空分野

などでは他に有効な代替策が乏しいため期待が高まっている。国連機関での削減目標の引き上げを受け、EU においても

積極的な導入拡大策がとられている。普及のためには、製造コストを下げる必要がある。原料となる水素も CO2 も未だ

コストが高いため、まずはこれが下がることが必要である。加えて、CO2 の安定供給も課題が残る。大気中から回収する

DAC を行う必要があり、この技術は未だ開発段階である。一方で、e-fuel の製造プロジェクトは実証段階から商業段階

に移りつつあり、今後の拡大が期待される。 

 

２．合成燃料（e-fuel）とは？ 

水素と並んで次世代のエネルギーとして位置付けられる燃料に合成燃料(e-fuel)がある。e-fuel は温暖化ガス排出削

減、ひいてはカーボンニュートラルの実現に向けた「現実的な解決策」として期待が高まっている。本稿では、EU における e-

fuel の現状、政策、課題について概説する。 

 

e-fuel とは合成燃料で、二酸化炭素(CO2)と水素(H2)を原材料として製造する代替燃料のことを指す。「e-fuels」の

「E」は Electrofuels（電力由来合成燃料）を意味する。ガソリン、ジェット燃料、メタノール等の液体合成燃料とメタン

の気体合成燃料がある。石油や天然ガスと同じ炭化水素化合物の集合体となるためガソリンや灯油など多様な石油

製品を直接代替することができる。また、自動車用等の輸送用燃料として使う場合、体積あたりのエネルギー密度が高

いため航続距離を確保することができる。特に、航空機のように電動化が難しい分野では、e-fuel は SAF(Sustainable 

Aviation Fuel)の一種と呼ばれて温暖化対策として期待を集めている。さらには、現在流通している化石燃料を代替で

きるため、ガソリンスタンドやローリー、油槽所、導管網のような既存の供給インフラを大きな変更なく活用することができる。

新たなインフラ整備に膨大な投資を必要とすることがないので迅速な普及が期待できる。このように、電気自動車や燃料

電池自動車の普及の障害となっている航続距離やインフラ整備の問題がないことから、現実的かつクリーンな代替燃料

として期待されている。 

 

 

図１ e-fuel の製造フロー 

 

e-fuel の製造フローを図１に示す。e-fuel の原材料は水素と二酸化炭素である。この水素は、太陽光発電や風力発

電等の再生可能エネルギー由来の電力を使って製造した水素でなければ e-fuel とは呼ばれない。IV 電気から作る燃料、 


